群馬大学昭和キャンパスの日本語教育の現状と課題 by 高橋, 裕輔 et al.
群馬大学国際教育・研究センター論集　第 14号　53－ 59頁　2015
〔実践報告〕
群馬大学昭和キャンパスの日本語教育の現状と課題
高　橋　裕　輔・大　和　啓　子
要　旨
　本稿は、群馬大学昭和キャンパスにおいて開講されている日本語コースの現状について報告し、現
在の取り組みと今後の課題について考察するものである。昭和キャンパス日本語コースへ参加する学
生の多くは、学習・研究上ではほとんど日本語を必要としないものの、日本で研究生活を送るために
日本語を学習している。しかし、専門の研究、実験等で多忙なため、日本語学習へ十分な時間をとる
事ができない学生が大半である。そのため、初級中心のコースが設置されている。しかし、家族で来
日している学生は、生活の中で高度な日本語力を求められる事も多い。このような状況における昭和
キャンパスでの現在の取り組みと今後の課題について報告をする。最後に、基礎医学日本語について
報告をする。
１．はじめに
　群馬大学は、教育学部、社会情報学部、医学部、理工学部からなる総合大学である。前橋市に荒
牧（教育学部、社会情報学部）、昭和（医学部）の２キャンパスを持ち、桐生市、太田市に理工学部
のキャンパスを持つ。昭和キャンパスに於いては学部生に加え、研究者として来日している学生が多
く在籍している。2014年度後期は、その内33名が日本語コースに参加している。日本語コースは、国
際・教育研究センターが開講する補講コースのほかに、医学系研究科により単位取得を目的とした基
礎医学日本語という授業が開設されている。基礎医学日本語に関しては４節で詳細を述べる。
２．学習者の傾向
　ここでは、日本語コースに参加している学生について述べる。
　昭和キャンパスの学生は、医療・看護が専門である。特に日本語コースに参加している学生は、研
究生・修士学生・博士学生が多く、彼らの多くは研究室などでは英語で事が足りてしまうため、日本
語の習得が最優先課題ではない事が多い。そのためか、参加している学生は、日本語学習経験ゼロの
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学生か、学習経験はあっても日本語が使えない学生がほとんどである。また、他のキャンパスの学習
者と比べて年齢層が高く、20代後半から30代後半の学生が多い。この傾向はここ数年変わっていない。
　知的欲求が強い学生が多くいるのも特徴的である。そのため、日本語クラスに参加する動機とし
て、日本語学習への興味を挙げる学生が少なくない。なかでも、非漢字圏の学生は、漢字学習への意
欲が高く、毎回多くの学生が参加を希望する。
　それ以外の動機としては、やはり実利的な側面から「生活のための日本語」の習得を挙げる学生が
多い。特に、既婚者で子どもと共に来日している女性の学生から多く挙げられるのが、地域の連絡や
子どもの学校からの連絡に応対できるようになりたい、というものである。また、学会などで、他者
が発表する内容、特に資料の漢字が読めるようになりたい、と希望する学生や、将来、日本での医師
免許の取得を目指しているため、日本語能力試験を目指したい、という学生もいる。上記のような動
機については、来日から数ヶ月して、問題が顕在化してから訴えてくる事が多い。
　彼らの日本語学習への態度は、総じて真面目で意欲的である。しかし、そもそも研究・実験などで
多忙を極めている学生が多く、日本語の学習に時間をかけられない。そのため、開講できるクラスは
各レベル週１，２回である。そして、年次が進めば進むほど研究、実験で忙しくなり、各地での学会
への参加のため長期にわたり日本語クラスに出席できなくなる学生が多くなる。そのため、数年にわ
たり継続して参加できる学生は少なく、最終的な到達レベルも中級レベルに達しない事がほとんどで
ある。しかし、先ほど述べたような学生のニーズには、非常に高度な日本語力を求められるものも少
なくない。今後、このようなニーズに対し、どのような対応ができるのかが課題として挙げられる。
　日本語コースは、昭和キャンパス以外のキャンパスに所属している学生も参加する事ができる。参
加する学生は、昭和キャンパスから近い荒牧キャンパスの学生が主であるが、桐生、太田キャンパス
の学生も受け入れている。2014年後期では、荒牧キャンパス所属の学生が２名参加している。３節に
て述べるが、昭和キャンパスは初級レベルのクラスを多く開講している。そのため、学生の習熟度に
あったクラスに外部からでも受け入れやすい。決して多い数ではないが、毎年他のキャンパスからも
学生が参加している。
３．現在の開講科目
３．１．補講コース
　昭和キャンパスでは、日本語補講コースとして各学期６コマ程度の授業が開講されている。また、
後期のみ、日本語補講コースに加えて、基礎医学日本語が週５コマ開講されている。前節でも述べた
が、開講クラスは初級クラスが中心である。また、開講時間に関してもそのクラスに参加する学生の
都合に合わせて設定しており、できるだけ多くの学生が望む授業を受講できるよう配慮している。ま
た、教師の判断と学生の都合が合えば、複数のレベルに参加しても良い事とした。以下に2014年度前
後期の時間割と授業内容を示す。
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2014年度前期　時間割　16週間
時限 /曜日 月 火 水 木 金
５‒６
13：00－14：30 漢字 初級Ⅰ
７‒８
14：40-16：10 初級Ⅱ 初級Ⅲ 初級Ⅱ 初級Ⅲ
９‒10
16：20-17：50 初中級
初級Ⅰ　：日本語をゼロから学習する学習者を対象としたクラス。仮名の学習から始め、『みんなの
日本語Ⅰ（第２版）』を使用し学習を進める。
初級Ⅱ　：『みんなの日本語Ⅰ』の４課からスタートするクラス。火曜日と木曜日をあわせて履修す
る。復習から始める必要がある学習者のために開講した。また、テキストは先学期使用し
た『みんなの日本語』の第１版を継続して使用する。
初級Ⅲ　：『みんなの日本語Ⅰ』の16課からスタートするクラス。水曜日と金曜日をあわせて履修す
る。また、テキストは先学期使用した『みんなの日本語』の第１版を継続して使用する。
漢　字　：先学期から継続して初級漢字を学習する学習者を対象としたクラス。使用テキストは、
『にほんごチャレンジ　Ｎ４‒５　かんじ』。
初中級　：初級終了程度の学習者を対象とし、運用力を身につける事を目的としたクラスである。テ
キストは、授業内容によって適宜選択した。
使用教材：
『みんなの日本語初級Ⅰ第２版　本冊』（2012.８）　スリーエーネットワーク（初級Ⅰ）
『みんなの日本語初級Ⅰ　本冊』（1998.３）　スリーエーネットワーク（初級Ⅱ、初級Ⅲ）
『にほんごチャレンジ　Ｎ４‒５　かんじ』（2010.10）アスク出版　（漢字）
2014年度後期　時間割　16週間
時限 /曜日 月 火 水 木 金
５‒６
13：00－14：30
初級Ⅰ
（基礎医学日本語）
初級Ⅰ
（基礎医学日本語）
初級Ⅰ
（基礎医学日本語）
初級Ⅰ
（基礎医学日本語） 初級Ⅲ
７‒８
14：40-16：10 初級Ⅳ 初級Ⅳ
漢字Ⅰ
（基礎医学日本語）
９‒10
16：20-17：50 漢字Ⅱ 初級Ⅲ 初中級
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初級Ⅰ　：詳細は４節において述べる。基礎医学日本語受講の学生と日本語をゼロから学習する学習
者を対象としたクラス。使用教材は『みんなの日本語Ⅰ（第２版）』。月曜日から木曜日ま
でのクラスを履修する。
初級Ⅲ　：前期に初級Ⅱを受講していた学習者か、それと同等の学習者を対象としたクラス。『みん
なの日本語Ⅰ（第１版）』22課からスタートする。木曜日と金曜日をあわせて履修する。
初級Ⅳ　：前期に初級Ⅲを受講した学習者を対象としたクラス。『みんなの日本語Ⅱ（第２版）』26課
からスタートする。
漢字Ⅰ　：初めて漢字を学習する学習者を対象としたクラス。テキストは、『にほんごチャレンジ　
Ｎ４‒５　かんじ』。
漢字Ⅱ　：先学期、漢字クラスを受講した学習者を対象とした継続クラス。テキストは引き続き『に
ほんごチャレンジ　Ｎ４‒５　かんじ』を使用する。
初中級　：初級終了程度の学生を対象としたクラス。テキストは『中級へ行こう』を使用する。テキ
ストに関連したトピックから運用力を養う活動を行う。
使用教材：
『みんなの日本語初級Ⅰ第２版　本冊』（2012.８）　スリーエーネットワーク（初級Ⅰ）
『みんなの日本語初級Ⅰ　本冊』（1998.３）　スリーエーネットワーク（初級Ⅲ）
『みんなの日本語初級ⅡＮ４‒５　かんじ』（2010.10）アスク出版　（漢字Ⅰ、漢字Ⅱ）
『日本語の文型と表現59　中級へ行こう』（2004.11）スリーエーネットワーク（初中級）
３．２．担当教員の取り組み
　先述したが、日本語コースに参加している医学系の学生は研究活動や長時間拘束される実験などに
追われ、日本語の学習に十分な時間が取れない。授業も毎回休まずに出席できる学生は稀であり、授
業一回ごとに出席者の顔ぶれが全く違う事も珍しい事ではない。そのため、事前に予定を組む事が難
しく、担当教員はそれぞれに工夫を凝らし授業に臨む必要がある。具体的な例として、2014年度後期
初級Ⅲで行っている工夫を挙げる。
　初級Ⅲに出席している学生は８名で、修士学生、博士学生と研究生である。そのため、上記のよう
に毎回の出席が難しい学生が多い。このような状況に配慮し、毎回の授業の開始時に前回の内容の復
習を行っている。これは、文法的な側面と語彙的な側面からの復習を行う事で学習者の取りこぼしを
防ぎ、また定着を図る事を目的としている。さらに、テキストを進めるにあたり、「読む・書く・話
す・聞く」の４技能をバランスよく使わせるために様々な練習を、時間をかけて行っている。具体的
には、『みんなの日本語』などのサブテキストを使い、読解や聴解の練習を行っている。そして、学
習した文型を使い、学習者自身の事をスピーチさせたり、ダイアログ例を提示しての会話形式での練
習を行ったりしている。書く練習としては、学習文型を使った作文を書かせている。そのため、１課
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を進めるスピードは非常にゆっくりとしたものになるが、何回も欠席をせざるを得ない学生でも授業
についてこられている。事実今期は、スケジュールの都合上初回から欠席が続いた１名を除き、他の
学生の出席は継続しており、高い意欲をもって参加している。
　昭和キャンパスでは、事前に到達目標を立てても予定通りに進まず、達成できない事が多い。しか
し、このような学生に応じた授業の進度で進められる事が昭和キャンパス日本語コースの強みである
といえる。
４．医学系研究科必修科目、基礎医学日本語
　2012年度後期より医学系研究科生命医科学専攻の基礎必修科目として基礎医学日本語が留学生対象
に開講されている。制度上は、週１回90分16週で２単位が付与される事になっているが、日本語初学
者にとっては、この時間数では、日常生活に対応できる日本語力の育成には学習効果が見込めない。
そのため、専攻の教務委員と協議のうえ、正規の授業時間に加え、週３回各90分の補講を合わせた週
４回の連続した内容の授業を行い、学生にはすべての時間に出席する事を求めている。2014年度後期
を例にとると月曜日から木曜日までの毎日90分、４名の講師がティームティーチングで行っている。
平仮名、片仮名の読み書きの習得と『みんなの日本語初級１（第２版）』をメインテキストとした口
頭能力の育成に重点を置いて進めている。
　また、この基礎医学日本語受講生を対象として、週４回の授業の中では扱いきれない漢字を学習す
るクラスを週１回90分で設けている。これは、日本で生活する上で必要となる基本的な漢字を習得す
るために設けており、任意受講としているものの、基礎医学日本語に出席する多くの学生が積極的に
参加している。
　基礎医学日本語は、単位を必要とする生命医科学専攻の学生（３名～５名）に加え、同時期に来
日した日本語初学者に対しても初級 Iという国際教育・研究センター開講補講コースの授業として提
供している。そのため、受講する学生数は15名前後となり、国籍もインドネシア、中国、モンゴル、
フィリピン、タイ、ネパール等多様である。来日直後で日本語習得意欲も非常に高く、また専門科目
の時間割とも調整されて設定されている事もあり、出席率は非常に高く、学期の最後まで受講者が減
る事なく継続的に学習が行われており、どの学生も学期終了時には、文字の読み書きおよび基礎的な
日本語口頭能力を身につけている。また、これまでに基礎医学日本語を修了した学生は帰国等の理由
で受講できない場合を除き、全員が次の学期も補講コースを受講している。ただし、前期に開講でき
る授業コマ数が限られているため、継続受講を希望する学生に十分な授業時間が確保できないという
点にどのように対処すべきかが課題としてある。
57
高　橋　裕　輔・大　和　啓　子
５.まとめと今後の課題
　以上、群馬大学の昭和キャンパスで提供している日本語コースについて概略を述べた。学生の状況
や開講可能な授業数などの制限もある中、学習者に対して一定の成果と満足感を与えられているとい
えると思う。そして、いくつかの課題も明確に示せたと思う。
　一つは、学生が持つニーズに応える事ができていないという点である。２節でも述べたように、受
講者は様々なニーズを持っている。中でも、家族同伴者、とりわけ子どものために日本語を学習する
必要がある学習者へのフォローは喫緊の課題であるといえる。しかしながら、従来の教科書を用いた
文法積み上げ式の授業は、長い目で見れば効率的であるが、日常生活のなかで直面する課題を解決す
るには時間がかかりすぎる。そのため、文法積み上げ式ではなく、場面に応じた日本語を習得できる
ようなサバイバルジャパニーズを扱う授業を開講すべきであると考える。しかし、すべての学習者が
同じニーズを持っているわけではなく、緊急性はあっても一部の学習者のために限られたコマ数を割
いて良いのかという問題もある。このような事から、期の始めに日本語コースに参加すると思われる
学習者に対してより詳しい調査が必要であると感じる。先ほども述べたが、昭和キャンパス日本語
コースの利点として学生の要望に応じて、ある程度担当教員の裁量でフレキシブルに対応できる点が
ある。事前に、緊急性の高いニーズを持っていそうな学生がわかればそれを踏まえたコースが展開で
きるはずである。
　次の課題として、研究などが忙しくなると出席率が下がってしまう点が挙げられる。そもそも、日
本語習得の必要性が薄く、知的欲求から受講する学生が大半である。そのため、テキストを使っての
連続した授業を数回でも休んでしまうと授業自体に来づらくなってしまう学生も多いようである。現
在はそれを回避するため、３．２．節で例に挙げたように進度を遅くする事で対応しているが、新し
い事柄を多く学びたい学生がいた場合、これは逆効果になる事もある。例えば、一回休んでも問題が
ないように、一回完結型の運用に重点を置いたクラスにしていく事も必要ではないかと考える。
　そして、３つ目の課題として、中級以降の学習者を対象としたクラスの不足が挙げられる。
先述の通り、日本語能力試験の合格を目指す学生や、学会などの資料を読みたい、というニーズを
持った学生がいる。現在の昭和キャンパスでの開講クラスではこれらの要望に応えられるクラスはな
く、個人的なアドバイスをするに留まっている。また、これまで積み上げてきたが自分にあったレベ
ルのクラスが開講されないため受講をやめてしまった学生も過去にはいる。今までの対応としては、
これらの学生に対しては荒牧キャンパスで開講されているクラスを勧めるなどしたが、やはり時間の
都合で参加が叶わない事が多い。このような学生の受け皿をどう作っていくのか、昭和キャンパスだ
けの問題ではなく、他のキャンパスの日本語コースとも連携を取って解決をしていく必要性を強く感
じる。
　すべての課題をすぐさま解決できるわけではないが、今後も留学生が少しでも多く満足感を得られ
るよう、担当教員は心を砕く必要がある。
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Current Status and Issues in Japanese Education at Gunma University, 
Showa Campus
TAKAHASHI Yusuke, YAMATO Akiko
Considering current efforts and future challenges, this study reports on the current status of 
Japanese courses offered at the Gunma University, Showa campus. Many students attending 
Japanese courses there are learning Japanese so that they can use the language in their 
laboratories and daily lives. To fulfill this need, Showa campus offers many beginner classes. 
However, since students are busy with specialized research and experiments, many of them are 
unable to provide the required time to learn Japanese. In addition, for students who have come 
to Japan with their families, regarding certain aspects, it is necessary for them to learn advanced 
Japanese in order to manage their lives in Japan. Therefore, this study reports current efforts and 
future challenges in solving such problems. Finally, we create a report on the basic scientific 
Japanese course.
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